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ハウス（1 階部分が店舗や倉庫で 2 階以上が住
居になっている）は，観光の対象として「保存」
されるか取り壊されるかのいずれかであり，そ
れにかわってモスクの尖塔やドームをデザイン
に取り入れたビルが建ち並んでいる。この変化
はたんに都市景観だけについてのものではな
く，クアラルンプールという街そのものを宗教
（＝民族）を軸に再編することをも意味してい
る。すなわち街の中心が，かつてのクラン川と
チャイナタウン周辺地域から，商業的にはこれ
マレーシアにおける多宗教共生にかんする実態調査研究（多和田) 
163 
もモスクの尖塔をイメージしたペトロナス・ツ
インタワーを核とするクアラルンプール・シ
ティ・センター（KLCC）へと，また政治的に
はやはりイスラームのモスクを彷彿させる建物
である首相府を中心に郊外に開発されたプト
ラ・ジャヤ新首都地区へと移っていったのであ
る。 
クアラルンプールという都市空間の宗教状況
における「並存」から「イスラーム化」へとい
う移行は，もちろん，近年耳にすることの多い
「イスラーム国家マレーシア」という旨の一部
マレー系指導者たちの言説や，法制レベルでの
イスラーム法の拡大傾向（正確を期すれば「そ
のような指向性の強まり」となろう）と軌を一
にするものである。 
 
 
４ 比較研究の可能性 
 
クアラルンプールを例に概観した都市をめぐ
る宗教状況は，他の都市との比較のなかでより
一般的な議論として展開できるはずである。 
 たとえば今回の調査で滞在する機会を得たバ
ンコクにおいては，圧倒的な存在感を示す数多
くのタイ仏教寺院が王宮やチャオプラヤ川両岸
の街の中心部に位置しているのにたいして，タ
イ王国の南北両周縁域からの移住者の子孫が主
たる担い手であるモスクは，街の東側の初期バ
ンコク形成期には周辺的な地域であったところ
に点在するのみである。バンコク東部のチャオ
プラヤ川の無数の小さな支流を利用した水路沿
いに点々と建ち並ぶモスクの姿と，おなじく東
部ではあっても新たに建設，整備された街道沿
いに並ぶ工場群とを比べると，（もちろんもっと
詳細な調査が必要であることはいうまでもない
が）タイにおける国家建設とエスニシティ，多
宗教状況，開発の方向性などの一断面をはっき
りと見て取ることができよう。 
本稿で論じたような都市の宗教状況をも含め
て，今後の調査研究の展開としては，マレーシ
ア各都市，あるいは東南アジアの諸都市におい
て同様な検討を重ねながら，東南アジア諸国に
共通する課題である多民族多宗教の共生につい
て考察していきたいと考えている。 
